
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
か
ら
１
年
が

過
ぎ
た
。
こ
の
間
、
人
の
考
え
方
、
働
き
方
、
動
き

方
も
変
わ
っ
て
き
た
。Stayhom
e

で
自
己
管
理
の

徹
底
が
進
ん
だ
。
仕
事
は
朝
の
出
勤
か
ら
テ
レ
ワ
ー

ク
へ
と
そ
の
形
態
を
変
え
た
。

　

人
の
意
識
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。「
生
活
と
は

何
か
」「
仕
事
、
働
く
と
い
う
こ
と
と
は
」「
自
ら
が

暮
ら
す
空
間
と
は
」
─
な
ど
を
考
え
る
人
達
は
東

京
を
中
心
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
る
。

　

現
実
に
２
０
２
０
年
の
７
月
か
ら
毎
月
連
続
し
て

東
京
都
か
ら
の
転
出
が
転
入
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ

の
変
化
を
捉
え
、
私
達
は
、
一
連
の
流
れ
を
持
続
さ

せ
、
国
全
体
を
多
様
な
生
活
と
産
業
・
経
済
の
発
展

に
繋
げ
る
政
策
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。地

方
の
脆
弱
さ
と
は
何
か

　

私
は
高
校
ま
で
熊
本
の
農
村
部
で
暮
ら
し
、
東
京

の
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
熊
本
の
新
聞
社
で
15
年
間

記
者
活
動
を
し
て
き
た
。
天
草
と
い
う
島
の
支
局
長

も
３
年
間
経
験
し
、
地
方
の
生
活
、
産
業
、
思
考
法

は
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
。

　

地
方
の
良
さ
は
数
え
れ
ば
き
り
が
な
い
。
し
か
し

脆
弱
な
点
も
多
い
。

　

ま
ず
「
狭
い
」。
地
域
そ
の
も
の
が
狭
く
て
閉
鎖

的
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
人
間
関
係
が
様
々
な
し
が

ら
み
で
出
来
て
い
る
。
当
然
現
状
を
い
か
に
維
持
す

る
か
に
重
き
が
置
か
れ
劇
的
な
変
化
を
好
ま
な
い
。

　

次
に
「
挑
戦
意
識
に
欠
け
る
」。
ま
ず
は
県
内
の

  

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
地
方
創
生
）

坂さかも
と本
哲てつし
志

一
極
集
中
か
ら
地
方
分
散
へ
、

人
と
知
の
流
れ
を
創
出
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特集 地方の経済・社会の活性化

シ
ェ
ア
を
獲
得
す
れ
ば
い
い
。
そ
こ
に
地
場
産
業
の

寡
占
状
態
が
生
ま
れ
る
。
あ
と
は
い
か
に
維
持
す
る

か
、
他
地
域
か
ら
の
参
入
を
排
除
し
、
地
元
優
先
で

囲
い
込
む
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

結
果
と
し
て
「
限
ら
れ
た
働
き
場
所
、
共
同
体
的

社
会
福
祉
へ
の
依
存
と
教
育
の
画
一
化
」
等
に
繋
が

る
。人

の
参
入
、
知
の
移
転
で 

地
方
を
変
え
る

　

そ
れ
で
は
地
方
を
ど
う
す
る
か
。
や
は
り
「
人
」

の
参
入
と
「
知
」
の
移
転
で
あ
る
。

　

戦
後
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
て
、
５

次
に
わ
た
っ
て
全
国
総
合
開
発
計
画
が
展
開
さ
れ
、

「
定
住
圏
構
想
」「
田
園
都
市
構
想
」「
多
軸
型
国
土

構
造
」
な
ど
が
謳
わ
れ
て
き
た
が
、
結
果
と
し
て
一

極
集
中
は
進
ん
だ
。

　

そ
こ
で
我
々
は
、「
国
土
」
で
は
な
く
「
人
の
流

れ
」
に
着
目
し
て
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。

特
に
、
こ
れ
か
ら
世
界
の
政
策
は
「
デ
ジ
タ
ル
」

「
グ
リ
ー
ン
」「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
」
が
柱
に
な
る
。
そ
こ

に
は
「
人
」
へ
の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。

　

地
方
へ
の
移
住
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
支
援
す
る
。

東
京
圏
か
ら
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
し
て
起
業
・
就
業
す
る

方
に
最
大
３
０
０
万
円
を
支
給
す
る
「
地
方
創
生
移

住
支
援
事
業
・
地
方
創
生
起
業
支
援
事
業
」（
内
閣

府
）、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」（
総
務
省
）も
強
化
す

る
。
さ
ら
に
地
方
移
住
者
の
住
宅
取
得
を
支
援
す
る

「
全
国
版
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」（
国
土
交
通

省
）、
全
国
の
教
育
・
保
育
施
設
の
詳
細
情
報
を
提

供
す
る
「
こ
こ
de
サ
ー
チ
」（
内
閣
府
）な
ど
の
メ
ニ

ュ
ー
を
取
り
揃
え
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
大
切
な
の
は
「
知
」
の
移
転
と
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

　

地
方
の
人
材
を
発
掘
し
、
地
場
企
業
に
紹
介
し
、

経
営
の
最
適
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

地
方
銀
行
が
中
心
に
な
っ
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
を

す
る
「
先
導
的
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」（
10
億
円
、

令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
）を
作
っ
た
。

　

地
方
の
企
業
と
専
門
人
材
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
、

こ
れ
ら
企
業
が
品
質
管
理
や
海
外
市
場
開
拓
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
成
長
力
強
化
に
努
め
る
こ
と
を
支

援
す
る
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
事
業
」（
１

億
円
）も
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
町
村
に
対
し
て
は
、「
地
方
創
生
人
材

支
援
制
度
」
を
通
じ
て
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
国
家

公
務
員
、
大
学
研
究
者
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
を
含
め
た

民
間
専
門
人
材
の
派
遣
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
地
方

公
共
団
体
等
に
人
材
を
紹
介
・
派
遣
す
る
事
業
に
関

す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
も
内
閣
官
房
に
設
置
し
た
。

　

さ
ら
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
人
材
派
遣
型
を

創
設
し
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
を
企
業
が

派
遣
す
る
人
材
の
人
件
費
と
し
て
活
用
出
来
る
よ
う

に
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
で
副
業
・
兼
業 

民
間
団
体
に
も
協
力
要
請

　

こ
れ
ら
の
「
人
」
と
「
知
」
の
移
転
で
私
達
が
推

進
し
た
い
の
は
、「
副
業
・
兼
業
」
で
地
方
に
貢
献

す
る
、
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
地
方
の
中
小
企
業

や
自
治
体
は
財
政
的
に
厳
し
い
。
専
門
家
を
一
人
雇

用
す
る
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
一
方
で
、
派
遣
さ

れ
る
専
門
家
も
移
住
ま
で
に
は
様
々
な
理
由
で
躊
躇

す
る
人
も
多
い
。

　

こ
の
双
方
の
思
い
を
叶
え
る
手
法
が
「
副
業
・
兼

業
の
推
進
」
で
あ
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、

地
方
自
治
体
や
企
業
の
現
状
と
問
題
点
を
そ
の
都
度

報
告
し
て
も
ら
い
、
そ
の
対
応
策
を
テ
レ
ワ
ー
ク
を

通
し
て
助
言
す
る
。
必
要
な
時
に
地
方
の
現
場
に
赴

き
、
関
係
者
と
話
し
合
い
、
現
場
で
の
解
決
策
を
決

め
て
い
く
。
こ
の
手
法
な
ら
契
約
時
に
待
遇
を
話
し

合
い
、
あ
と
は
旅
費
や
出
張
費
と
い
う
形
で
支
給
し
、
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地
方
側
と
し
て
も
最
小
限
の
出
費
で
最
大
限
の
効
果

を
得
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
専
門
家
に
と
っ
て
も
複

数
の
兼
業
が
可
能
に
な
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る
の
は
や
は
り
テ
レ
ワ
ー

ク
設
備
の
充
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
地
方
創
生
テ

レ
ワ
ー
ク
交
付
金（
１
０
０
億
円
、
令
和
２
年
度
第

３
次
補
正
）を
措
置
し
た
。
自
治
体
や
企
業
が
設
備

を
必
要
と
す
る
と
き
補
助
金
を
支
給
す
る
。

　

先
日
、
商
社
Ｏ
Ｂ
の
方
々
で
作
ら
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
「
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
」（
国
際
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
）の
役

員
の
方
々
と
意
見
交
換
を
し
た
。
同
組
織
は
商
社
Ｏ

Ｂ
の
方
々
が
海
外
で
の
豊
富
な
経
験
や
技
術
な
ど
を

地
方
の
企
業
や
若
い
大
学
生
に
伝
え
よ
う
と
い
う
目

的
で
作
ら
れ
た
組
織
で
あ
り
、
既
に
地
方
の
中
小
企

業
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
私
自
身
が
全
国
銀
行
協
会
に
お
伺
い
し
て
、

今
後
地
方
の
企
業
に
人
材
の
派
遣
を
お
願
い
し
た
。

国
際
金
融
の
知
見
は
地
方
企
業
に
も
欠
か
せ
な
い
か

ら
だ
。

　

地
方
新
聞
社
の
東
京
支
社
長
の
皆
様
と
も
意
見
交

換
を
し
た
。
地
方
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
で
扇

の
要
の
役
割
を
し
て
い
る
。
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
に
は

最
適
な
存
在
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
民
間
団
体
、
企
業
の
協
力
も
大
変
な

力
に
な
る
。

地
方
か
ら
世
界
へ
発
信
す
る

　

か
な
り
前
の
こ
と
に
な
る
が
県
議
会
議
員
の
時
、

熊
本
の
あ
る
防
水
企
業
の
社
長
か
ら
相
談
を
受
け
た
。

「
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
く
ド
バ

イ
で
仕
事
を
し
な
い
か
、
と
い
う
話
が
来
た
。
中
東

で
は
ビ
ル
の
冷
房
設
備
が
一
番
重
要
、
そ
の
た
め
に

水
を
貯
蔵
す
る
施
設
が
必
要
だ
が
そ
の
防
水
工
事
で

日
本
の
技
術
は
大
変
優
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
私
の

会
社
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
ら
し
い
。
雲
を
つ
か
む

よ
う
な
話
で
あ
り
、
か
な
り
の
冒
険
な
の
で
怖
い
」

と
い
う
事
だ
っ
た
。

　

結
局
、
そ
の
企
業
は
堅
実
な
道
を
選
び
県
内
の
事

業
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
、
話
は
消
え
た
。
あ
の
時
、

中
央
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
い
た
ら
、
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

か
ら
海
外
経
験
豊
富
な
方
が
来
ら
れ
て
い
た
ら
、
そ

の
企
業
の
展
開
は
も
っ
と
変
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と

思
う
。
そ
こ
が
地
方
企
業
の
地
方
企
業
た
る
ゆ
え
ん

か
も
し
れ
な
い
。

　

地
方
に
は
気
付
か
れ
ぬ
優
れ
た
技
術
を
持
つ
企
業

は
多
い
。
も
っ
と
ど
ん
欲
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
持

て
ば
可
能
性
は
広
が
る
。
そ
の
中
か
ら
、
日
本
を
代

表
す
る
企
業
や
世
界
的
な
企
業
が
生
ま
れ
れ
ば
、
雇

用
は
広
げ
ら
れ
る
し
、
多
様
な
人
材
が
集
ま
る
。
そ

し
て
地
域
は
活
性
化
す
る
。
そ
こ
に
東
京
一
極
集
中

の
是
正
の
芽
が
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

一
線
を
越
え
る
た
め
の
挑
戦
が
出
来
る
の
か
、
私
達

の
支
援
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
感
じ
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
政
策
」
は
今
後
さ
ら
に
進
み
、
世
界
と

日
本
、
中
央
と
地
方
と
国
民
一
人
一
人
を
さ
ら
に
効

率
的
に
結
び
付
け
る
。「
グ
リ
ー
ン
政
策
」
で
は
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
世
界
の
企
業
が
一

斉
に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
探
る
。「
ヒ

ュ
ー
マ
ン
政
策
」
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
副
業
・
兼
業

等
の
多
様
な
働
き
方
へ
の
環
境
整
備
や
、
多
様
な
人

材
の
能
力
・
発
想
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

「
人
」
へ
の
投
資
の
ほ
か
、
高
齢
社
会
や
少
子
化
に

対
応
す
る
社
会
保
障
政
策
、
さ
ら
に
は
世
界
で
は
貧

困
、
差
別
、
紛
争
、
感
染
症
な
ど
に
対
し
て
ど
う
向

き
合
う
か
が
課
題
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
中
央
、
地
方
一

体
の
総
力
戦
が
求
め
ら
れ
る
。
企
業
は
大
中
小
を
問

わ
ず
、
視
線
は
世
界
、
地
球
に
注
ぐ
べ
き
、
と
考
え

る
。
今
後
「
人
」
の
参
入
、「
知
」
の
移
転
を
進
め
、

地
方
分
散
型
社
会
を
一
日
で
も
早
く
実
現
さ
せ
る
こ

と
が
、
我
が
国
が
目
指
す
道
で
あ
る
と
信
じ
る
。
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